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くすのき 

のです。講師には、向陽台病院

の臨床心理士である辻翔太さん

をお招きしました。これは、向陽台

病院の思春期精神保健講座の

出前講座の一貫であり、市の女

性・子ども支援課の援助により実

現したものです。 

 ゲームのことをおうちの人も知って

おくべき、そしてゲームのルールづく

りをする等、具体的な取組のヒント

が得られたようです。いただいた感

想から少しご紹介させ

ていただきます。 

◆親子で話を聞けて良

かったと思います。早く寝ることの大切さ

を親がいくら言っても分かってくれないの

で、話してもらえて良かったです。 

◆先生がおっしゃったとおり、「ゲームをや

めなさい！」というのはあまり意味がない

と思いました。本人にペナルティを決めさ

せるのはとてもいいことだと思いました。 

  

その面白さにはまってしまうと子ども自

身のコントロールは難しいものです。

春休みもやって来ます。この機会に

ゲームとの付き合い方について、是

非、ご家庭でも話題にしていただきた

いと思います。 
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だいじなことをわすれずに 

いつでも 

いっぱい 

ちょうせんしよう 

 早いものでもう１年が経とうとして

います。最後の授業参観・懇談

会にご参加いただきまして、ありが

とうございました。 

 また、初の試みである親子教育

講演会では、およそ８割の保護者

の方にご参加を賜りました。我が

子と並んでの講話、いかがだった

でしょうか。 

 さて、今回の講話は、子どもたち

の生活の現状の中で、ゲームの

時間をコントロールできていない、

夜遅くまでゲームに興じていて睡

眠時間が十分に確保できていな

い等の課題があるものの、解決

できないケースが見られるようにな

り、深刻化しないうちに皆で考えて

いきましょうという趣旨で企画したも

３．１１に思う  学校関係者評価委員会 

 ２月１８日（月）、学校評議員さん、区長さんの代表、民生児童委
員さんの代表の方等、計９名の方にご来校を賜り、学校関係者評
価委員会を開催しました。授業参観の後、５年生児童との給食会
食会、そして本校の学校評価の結果をもとに、本年度の取組につ
いて、ボードミーティングを用いながら意見交換を行いました。 

 子どもたちの様子については、校内でのあいさつ、活発なグルー
プ討議がなされている等、お褒めの言葉をいただきました。 

 また、教育目標・方針を広く公開する場の設定や学校と地域と
の役割分担の明確化、地
域との連携のあり方等、今
後の課題についても貴重な
ご示唆をいただきました。現
在リフォーム中の総合的な
学習の時間に関しても、多く
のヒントをいただきました。 

 改めて地域に愛されている
学校であることを感じました。 

 東日本大震災から今日

で８年。ニュースの報道等

では、復興半ばと伝えられますが、あの

未曾有の災害から強く立ち上がり、風

化させまいと行動を起こしておられる方

も多くおられます。 

 思えば、熊本地震の際は、この東北

からも、そして阪神淡路大震災を経験

された兵庫からも、復興支援に駆けつ

けて下さった先生がおられました。とても

心強く、被災経験を活かされた対応等

多くのことを勉強させていただきました。 

 さて本校では、今日、半旗を掲げ、14

時46分に全校あげて黙祷を捧げ、追

悼の意を表しました。8年前に得た教訓

を再度振り返る機会にしたいと思いま

す。   【ボードミーティングで意見交換】 


